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摘 要 
有機半導体の色を変えることで，色を変えられる有機薄膜太陽電池は，軽い，曲げられる，半透明に
できるといった特長によってのみならず，景観適合性でも着目される．美しい深い緑色や青色，赤色な
どの太陽電池を実現でき，景観に合わせて様々な色の太陽電池を設置できることになる．本稿では，有
機薄膜太陽電池の開発の現状を紹介するとともに，有機薄膜太陽電池に用いられる材料や発電メカニズ
ムについて説明し，景観に適合する有機薄膜太陽電池の未来について議論する． 
 
 
Ⅰ 有機薄膜太陽電池とは何か 
 
 
図 1 2030年の電源構成案 
（エネルギー白書 2016 より引用） 
 
エネルギー問題の解決は人類の喫緊した課題で
ある．石油，石炭の採掘可能年数はそれぞれ約 50
年，約 110 年といわれている．3.11 の原発事故以
降，日本の１次エネルギーにおける海外からの化
石燃料依存率は 92%となり，国富の流出，供給不
安が拡大している．また，COP21 において日本の
温室効果ガス削減目標は，2013 年度比 26％減とし
ており，そのために電力供給における再生可能エ
ネルギーの割合を，22 から 24%にするという見積
がなされている（図１）1)． 
再生可能エネルギーの利用の研究は，化石資源の
枯渇が深刻になるにせよ遠のくにせよ，人類が今後
続けなければいけない重要な研究課題である．再生
可能エネルギーは，ほとんど太陽光を直接的または
間接的に利用しているものといってよい．太陽光発
電，太陽熱発電は，直接的に太陽のエネルギーを利
用している．水力，風力，波力，潮力発電，バイオ
マスは太陽光のエネルギーを間接的に利用するもの
である．地熱発電は地球内部の熱を利用するもので
あり，これは太陽のエネルギーというより地球のエ
ネルギーを利用するものといえる． 
 今世紀に入り，太陽電池の年間生産量は指数関数
的に伸びている．2014 年のデータでは，全世界の太
陽電池の生産量は，4,597 万 kW であり，シェアは１
位が中国で 66%，２位が日本で 8%，３位は韓国であ
り 7%である（図２左）．世界の累積太陽光発電設備
容量は，世界計で 17,700 万 kW であり，これまでに
